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昨
年
九
月
に
縁
あ
っ
て

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
へ
旅
し
て

来
た
。
別
名
「
真
珠
の
首
飾

り
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ン
ゴ
礁

の
島
々
で
出
来
て
い
る
国

（
人
口
五
万
三
千
人
、
過
去

に
米
国
が
六
十
七
回
の
核
実

験
場
に
）
だ
。
大
使
館
職
員

Ｈ
君
の
世
話
で
、
海
外
青
年

協
力
隊
の
青
年
ら
と
の
交
流

や
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い

る
Ｔ
さ
ん
に
お
許
し
を
い
た

だ
き
、
小
学
校
の
授
業
風
景

も
垣
間
見
る
事
が
で
き
た
。

英
語
の
授
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
の
事
（
成
人
に
な
っ

た
ら
米
国
へ
働
き
に
行
く
た

め
）。
子
供
達
皆
、
逆
立
ち

が
得
意
だ
。
友
人
の
オ
カ
リ

ナ
演
奏
に
群
が
る
よ
う
に
近

寄
っ
て
き
た
笑
顔
が
忘
れ
ら

れ
な
い
▼
政
府
歳
入
の
六
割

は
米
国
の
援
助
。
そ
の
援
助

国
に
盾
突
く
よ
う
に
こ
の
小

国
が
二
〇
一
四
年
に
核
保
有

国
を
提
訴
、
核
不
拡
散
条
約

に
定
め
ら
れ
た
核
軍
縮
の
交

渉
義
務
を
果
た
し
て
な
い
と

主
張
し
た
が
、
国
際
司
法
裁

判
所
が
昨
年
十
月
、
裁
判
所

に
は
訴
え
を
審
理
す
る
権
限

が
な
い
と
判
断
し
た
。
今
、

米
国
が
新
大
統
領
に
代
わ
る

時
、
無
造
作
に
援
助
が
切
り

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
子

供
達
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
に

と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

 

（
須
賀
修
司
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
震
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

生
活
再
建
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

ま
せ
ん
が
、
世
界
の
平
和
と

と
も
に
、
若
者
に
希
望
の
灯

が
と
も
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。人

口
減
社
会
を
迎
え
て

　
わ
が
国
は
、
本
格
的
な
高

　
最
近
の
緑
内
障
の
診
断
と

治
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
以
前
の
よ
う
な
「
緑
内

障
＝
失
明
」
と
い
う
考
え
は

古
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
代
医
学
を
駆
使
し
て
も
失

明
か
ら
救
え
な
い
難
治
性
の

緑
内
障
が
存
在
す
る
こ
と
も

事
実
で
す
が
、
一
般
に
、
早

齢
黄
斑
変
性
で
、
そ
の
目
的

は
治
療
効
果
と
い
う
よ
り
は

安
全
性
の
確
認
で
し
た
。
移

植
後
二
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
移
植
細
胞
は
問
題

な
く
生
着
し
て
お
り
、
副
作

用
は
み
ら
れ
ず
、
安
全
性
は

担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
移
植
前
の
視
力
は
維
持

さ
れ
、
何
よ
り
も
通
常
な
ら

継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

眼
内
へ
の
薬
物
注
射
治
療
を

行
わ
な
く
て
も
よ
い
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
加

齢
黄
斑
変
性
に
対
す
る
新
し

い
治
療
法
の
確
立
に

向
け
て
、
着
実
に
歩

み
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
世
界
で
初

め
て
の
i
P
S
細

胞
移
植
を
開
始
す
る

に
当
た
っ
て
、
治
療

を
兼
ね
た
臨
床
試
験

（
治
験
）
に
対
す
る

法
整
備
が
随
分
と
進

み
、
今
や
我
が
国
の

治
験
に
関
す
る
法
律

は
世
界
の
最
先
端
に

あ
る
と
の
こ
と
で

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ

て
失
明
と
い
う
危
険
性
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
病
気
の

一
つ
で
す
。
四
十
歳
以
上
で

は
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

全
身
の
検
査
を
受
け
る
の
と

同
じ
よ
う
に
眼
科
を
受
診

し
、
早
期
発
見
に
努
め
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
二
〇
一
四
年
の
九
月
に
、

世
界
で
初
め
て
、
生
体
へ
の

i
P
S
細
胞
移
植
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
対
象
疾
患
は
加

症
状
は
現
れ
ま
せ
ん
。
緑
内

障
で
見
え
な
い
視
野
は
、
黒

く
抜
け
て
ま
っ
た
く
見
え
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な

く
、
普
通
に
見
え
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
景
色
の
中
で
、

見
え
な
い
視
野
に
入
っ
て
く

る
対
象
物
が
違
和
感
な
く
見

え
な
い
状
態
と
な
り
ま
す

（
図
１
）。

京都医療生協理事長
山田  亮三

い
つ
ま
で
も
よ
く
見
え
る

喜
び
の
た
め
に

豊
か
な
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
今
年
度
の
健
康
大
学
は
、

昨
年
の
十
一
月
六
日
に
行
わ

れ
た
市
民
公
開
講
座
（
日
本

臨
床
眼
科
学
会
関
連
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
の
聴
講
と
致
し
ま
し

た
。「
い
つ
ま
で
も
よ
く
見

え
る
喜
び
の
た
め
に
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
相
原
一
先

生
（
東
京
大
学
教
授
）
の

「
緑
内
障
！　

白
内
障
と
は
大

違
い
！
」、
高

橋
政
代
先
生

（
理
化
学
研
究

所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
）

京
都
医
療
生
協
副
理
事
長

宮
本
　
和
明

齢
少
子
化
と
人
口
減
少
化
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
長

寿
社
会
化
現
象
は
、
国
内
分

裂
と
と
も
に
、
各
国
に
共
通

す
る
も
う
一
つ
の
難
題
で

す
。
日
本
は
、
外
に
向
か
う

成
長
で
は
な
く
、
内
な
る
豊

か
な
成
熟
を
創
造
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
自
動
運
転

車
が
衝
撃
な
の
は
、
運
転
労

働
改
革
へ
の
挑
戦
が
日
本
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
始

ま
っ
た
こ
と
で
す
。

健
康
長
寿
へ
の
貢
献

　
が
ん
を
含
む
生
活
習
慣
病

の
予
防
で
長
寿
を
延
ば
す
と

と
も
に
、
生
活
機
能
病
（
五

感
を
支
え
る
感
覚
器
、
認
識

を
す
る
頭
脳
、
移
動
に
関
わ

る
運
動
器
官
等
の
障
害
）
を

克
服
し
、
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
情
報

化
社
会
で
外
界
と
人
体
を
結

ぶ
要
と
な
る
の
が
目
で
す
。

私
た
ち
は
、
眼
科
診
療
を
通

じ
て
、
豊
か
な
長
寿
社
会
づ

く
り
を
担
い
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
眼
科
を

　
中
野
眼
科
は
、緑
内
障
・白

内
障
・加
齢
黄
斑
変
性
な
ど

専
門
診
療
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
診

療
で
は
、安
全
で
快
適
な
視
生

活
と
近
視
眼
の
終
生
管
理
を

め
ざ
し
ま
す
。地
域
の
方
々
の

「
か
か
り
つ
け
眼
科
」
と
し

て
の
役
割
も
果
た
せ
る
よ
う

に
、五
診
療
所
が
連
携
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
眼
科
を
め
ざ
し

ま
す
。府
市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
、お
近
く
の
診
療
所
を
ご
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

役
職
員
の
み
な
さ
ん
、今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
人
に
一
人
、
七
十
歳
以

上
の
人
で
は
八
人
に
一
人
が

緑
内
障
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
有

病
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
緑

内
障
は
視
野
が
欠
け
て
い
く

病
気
で
す
が
、
視
力
は
良
好

に
保
た
れ
る
の
で
、
病
状
が

か
な
り
進
行
し
な
い
と
自
覚

市
民
公
開
講
座
聴
講
記

ト
ラ
ン
プ
旋

風
に
思
う

　
ト
ラ
ン
プ
次
期

ア
メ
リ
カ
大
統
領

は
、「
ア
メ
リ
カ・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を

掲
げ
、
大
方
の
予

想
を
覆
し
て
、
地
滑
り
的
勝

利
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
国

内
の
底
深
い
分
裂
を
露
わ
に

し
ま
し
た
。「
内
向
き
」
政

治
の
行
く
手
は
予
断
を
許
し

の
「
網
膜
の
再
生
医
療
」
の

二
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
緑
内
障
は
、
我
が
国
で
は

失
明
原
因
第
一
位
の
疾
患

で
、
四
十
歳
以
上
の
人
で
は

診
療
所
の
あ
る
街
角
で
②
︻
壬
生
界
隈
︼

　
中
野
眼
科
四
条
分
院
か
ら
四
条
通
を
西
へ
歩
く
と
、
坊

城
通
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
は
壬
生
村
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
幕
末
動
乱
期
に
新
選
組
の
最
初
の
屯
営

地
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
今
も
こ
の
界
隈
に
は

百
五
十
年
前
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。�（
大
森
俊
次
）

す
。
世
界
中
の
製
薬
会
社
や

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
こ

ぞ
っ
て
、「
治
験
を
す
る
な

ら
日
本
で
」
と
大
き
く
注
目

し
て
い
ま
す
。
加
齢
黄
斑
変

性
に
対
す
る
i
P
S
細
胞

移
植
治
療
は
、
四
～
五
年
後

に
国
か
ら
の
承
認
を
得
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
日
々
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
治
療
は
ほ
ん
の
十

年
後
に
は
、
加
齢
黄
斑
変
性

の
標
準
的
治
療
の
選
択
肢
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

図１　正常の見え方（左の画像）と緑内障での見え方（右の画像）
　緑内障の眼では、右端の子供は見えなくなっていますが、頭の
中で見えない視野に背景を補填して、あたかも子供が最初からい
ないように認識してしまいます。これは、車の運転をするときなど
には、とても危険な状態と言えます。

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI



2017年１月15日� 第�182�号　（２）

☞『つくる健康』の郵送を希望される方は、京都医療生協事務所（☎ 822-2286）までご連絡ください。

つ　 く 　る 　健 　康

　
京
都
医
療
生
活
協
同
組

合
・
中
野
眼
科
の
二
〇
一
六

年
度
創
立
記
念
会
が
、
十
月

十
五
日
（
土
）、
か
ら
す
ま

京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
役
職
員
七
十
九
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
の
挨

拶
の
中
で
山
田
亮
三
理
事
長

は
、「
中
野
眼
科
開
設
七
十

九
年
、
医
療
生
協
創
立
六
十

六
年
を
迎
え
た
今
こ
そ
、
創

立
者
中
野
信
夫
先
生
が
め
ざ

し
た
﹃
健
康
保
険
で
患
者
さ

ん
と
共
に
良
い
医
療
を
！
﹄

と
い
う
思
い
を
継
承
し
、
眼

科
医
療
で
豊
か
な
長
寿
社
会

づ
く
り
を
支

え
て
ゆ
こ

う
！
」
と
熱

く
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
役

員
・
新
入
職

員
の
紹
介
、

永
年
在
任
役

員
・
勤
続
職

員
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
宮

本
和
明
副
理

事
長
の
挨
拶

で
閉
会
し
ま

し
た
。

加
え
て
発
展
し
、
今
日
の
料

亭
料
理
に
継
承
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
料
理
の
う
ま
味
の

基
は
、
昆
布
・
鰹
・
煮
干
・

日
」
に
因
ん
で
、
和
食
と
日

本
料
理
の
違
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
日
本
料
理
は
平
安

時
代
の
宮
廷
料
理
を
起
源
と

し
て
茶
懐
石
や
精
進
料
理
を

精
進
出
汁
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
出
汁
」
で
あ
り
、
油
脂

分
の
少
な
い
素
材
の
味
を
生

か
す
こ
と
が
優
れ
た
特
徴
で

す
。
こ
こ
に
は
気
候
の
影
響

を
受
け
た
日
本
人

の
自
然
観
と
結
び

つ
い
た
食
に
対
す

る
美
意
識
や
精
神

性
ま
で
を
も
見
出

す
こ
と
が
で
き
、

こ
こ
か
ら
日
本
人

の
体
質
に
適
し
た

低
脂
肪
・
低
塩
分

の
食
生
活
が
可
能

に
な
る
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
以
降

急
速
に
欧
米
化
し

た
日
本
人
の
食
を

見
直
す
た
め
に
、

油
脂
に
対
抗
で
き
る
出
汁
の

美
味
し
さ
を
子
供
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
す
と
話
を
結
ば
れ
ま
し

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
京
都

医
療
生
活
協
同
組
合
・
中
野

眼
科
主
催
の
健
康
大
学
。
今

回
は
十
一
月
十
五
日（
火
）、

伏
木
亨
先
生
（
龍
谷
大
学
農

学
部
教
授
）
を

講
師
に
お
招
き

し
て
、「
お
い

し
さ
の
科
学
」

と
題
し
て
本
能

寺
文
化
会
館
で

開
催
し
、
三
十

五
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
伏
木
先
生
の
お
話
は
、
十

一
月
二
十
四
日
の
「
和
食
の 学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
！

健
康
の
大
切
さ
！

　
京
都
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

創
立
六
十
周
年
・
メ
ル
ス
プ

ラ
ン
会
員
達
成
祝
賀
会
が
、

株
式
会
社
メ
ニ
コ
ン
代
表
執

行
役
社
長
田
中
英
成
氏
を
は

じ
め
役
員
の
方
々
を
ご
来
賓

に
お
招
き
し
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
診
療
は
中
野
先
生

が
始
め
ら
れ
、
六
十
年
を
経

た
今
日
な
お
「
京
都
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
」
は
信
頼
の
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
、
中
野
眼
科

の
中
核
の
事
業
で
す
。
こ
の

こ
と
の
意
義
を
踏
ま
え
て
、

中
野
先
生
と
手
を
取
り
合
っ

て
事
業
を
推
進
し
て
こ
ら
れ

た
株
式
会
社
メ
ニ
コ
ン
の
創

　
著
者
は
昨
年
十
月
、
腹

膜
が
ん
の
た
め
七
十
七
歳

で
亡
く
な
っ
た
田
部
井
淳

が
印
象
的
だ
っ

た
田
部
井
さ

ん
。
病
後
も
テ

レ
ビ
の
山
番
組

で
よ
く
見
ま
し

ん
剤
治
療
中
の
「
太
も
も

が
あ
が
ら
な
い
。
足
裏
の

感
覚
が
な
い
」
な
か
も
、

幾
つ
も
の
山
へ
。
そ
の
強

い
意
思
を
持
っ
た
生
活
ぶ

り
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
手
術
。
退
院
二

だ
け
で
二
十
八
座
に
上

り
、
同
書
に
は
病
と
闘
い

な
が
ら
、
自
分
を
生
か
し

育
て
て
く
れ
た
山
と
共
に

生
き
る
思
い
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
小
柄
で
、
柔
和
な
表
情

　
田
部
井
さ
ん
が
身
体
の

異
常
に
気
づ
い
た
の
は
五

年
前
。
全
二
章
の
う
ち
第

二
章
「
歩
け
る
う
ち
は
歩

い
て
お
く
」は
、病
後
に
書

か
れ
た
も
の
で
す
。
抗
が

日
後
、
富
士
山
へ
。
富
士

登
山
は
田
部
井
さ
ん
が
東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
高

校
生
を
励
ま
そ
う
と
企
画

し
た
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
手
術
後
の
海
外
登
山

た
。
昨
年
七
月
の
高
校
生

と
の
富
士
登
山
が
最
後
の

山
で
し
た
。
生
き
方
を
問

い
か
け
る
一
冊
と
も
思
い

ま
す
。
文
春
文
庫
、
六
三

〇
円
と
税
。（
松
本 

忠
之
）

子
さ
ん
。
女
性

世
界
初
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
な

ど
で
知
ら
れ
る

登
山
家
で
す
。

「
そ
れ
で
も
わ
た
し
は

 

山
に
登
る
」（
文
庫
版
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
の
保
険
料
特
例
軽
減
の
廃
止
、
高
額
療
養
費
制
度
で
の

七
十
歳
以
上
優
遇
措
置
の
見
直
し
な
ど
高
齢
者
負
担
増
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

京
都
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
創
立
六
十
周
年

盛
大
に
祝
賀
会
を
開
催

業
者
会
長
田
中
恭
一
氏
の
ご

尽
力
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、

大
き
な
成
果
を
実
現
で
き
た

喜
び
を
共
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
し
た
役
職
員
と
の

懇
談
会
も
和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
に
盛
り
上
が
り
、
今
後

さ
ら
な
る
事
業
発
展
を
め
ざ

し
て
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
健
康
大
学

　
京
都
医
療
生
活
協
同
組

合
・
中
野
眼
科
で
は
、
十
二

　
十
二
月
十
日
（
土
）、
第

一
回
総
代
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
か
れ
、
二
〇
一
七
年
度

総
代
選
挙
を
次
の
と
お
り
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

① 

立
候
補
・
推
薦
受
付
期
間

目
の
健
康
の
た
め
に

　
無
料
眼
科
健
診
を
実
施

総
代
選
挙
の
お
知
ら
せ

年末・年始 診療時間の
お知らせ

朝
日
会
館

京
都
駅
前

四
条
分
院

本
　
　
院

大
徳
寺
前

2016年
12 ･ 29㈭

12 ･ 30㈮

～ 　

2017年
１ ･４㈬

 ５㈭

 ６㈮

休　　診

通 常 通 り

通 常 通 り

た
。
面
白
く
て
健
康
に
役
立

つ
先
生
の
お
話
に
参
加
者
一

同
大
い
に
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
。

月
八
日
（
木
）、
無
料
眼
科

健
診
を
行
い
組
合
員
な
ど
七

名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
診
者
の
年
齢

は
六
十
五
歳
～
八
十
一
歳

（
平
均
七
十
二
歳
）
で
し
た
。

健
診
の
結
果
、
両
眼
で
白
内

障
が
す
す
ん
で
お
り
精
密
検

査
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
一

名
お
ら
れ
、
そ
の
他
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
軽
い
白
内
障
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

＝
一
月
二
十
一
日
（
土
）

～
二
月
二
十
日
（
月
）

② 

総
代
の
選
挙
区
及
び
選
挙

区
ご
と
の
定
数
＝
事
務
所

及
び
各
診
療
所
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
。
定
数
百

人
。
任
期
二
年
。

③ 

届
出
＝
立
候
補
・
推
薦
の

届
出
は
、
所
定
の
用
紙
に

よ
り
、
総
代
選
挙
管
理
委

員
会
宛
に
行
い
ま
す
。

　
（
京
都
医
療
生
協
事
務
所
内
）

④ 

立
候
補
・
推
薦
が
定
数
内

の
と
き
は
、
投
票
を
省
略

し
て
候
補
者
全
員
を
当
選

人
と
し
ま
す
。

※ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
代
選

挙
管
理
委
員
会
☎
八
二
二

︱
二
二
八
六

楽
し
く
語
る
伏
木
先
生

2016年度創立記念会

伏木先生のお話にひきこまれて

熱
く
語
る
山
田
理
事
長

創立者の思いを継承しつつ

懇
親
会
も
華
や
か
に


